
今月の主な内容

●議会かわもと� …………………Ｐ４～８
●川本町LINE公式アカウント�………Ｐ10

　町内の小中学校、保育所で運動会・体育祭が開催
されました。日頃の練習の成果を発揮する子どもた
ちの姿に観客からも大きな歓声が上がりました。

9/16
㈯ 川本小学校運動会

9/18
㈪ 川本中学校体育祭
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治 水 事 業 の 進 捗 状 況
川本町では、平成30年・令和２年と近年２度の水害があった、瀬尻・久料谷地区と谷地区を

中心に国・県・町・住民の皆様と一体となって治水事業に取組んでいます。

瀬尻・久料谷地区においては、昨年度に応急対策工事が完
了するとともに、堤防などの設計や事業に必要な土地の調査
が完了しました。今年度は調査結果を基に土地の買収などを
国と町で行っています。
また国土交通省において、今年度国道261号の迂回路工事
を発注されます。
こうした治水事業の進捗を受け、瀬尻・久料谷地区の住民
の皆様のご発案により、８月24日に治水事業前の地区の様
子を記録に残すため、国土交通省の協力によりドローンでの
撮影会を開催いたしました。
現在地区では、家屋の解体が始まっており、解体が完了す
れば、令和６年度以降に堤防工事等を実施する予定です。
事業の早期完了を目指し、国・県・住民の皆様と一体とな
り、今後も事業を推進していきます。

応急対策が完了した瀬尻・久料谷地区

ドローン撮影会集合写真

瀬尻・久料谷地区

谷地区では、令和３年度に作成した「谷地区まちづくり構想図」を基本として事業を進めています。
谷地区においても、昨年度応急対策工事が完了し、増水時を想定した谷川橋の仮締切訓練も実施して
います。
令和４年８月の地元説明会において、矢谷川左岸上流部を「先行整備エリア」として整備することを
決定し、県と町が主体となって事業を進めているところです。今年度は、先行整備エリア内の土地の買
収などを県と町で行う予定で
す。また、国土交通省が担当す
る矢谷川下流部では、設計業務
などが発注されています。
まずは、「先行整備エリア」
の早期完了を目指し、国・県・
住民の皆様と一体となり、今後
も事業を推進していきます。 事業完了後のイメージパース仮締切訓練の様子

谷　地　区

平成27年度に国土交通省が策定された、「江の川水系河川整
備計画【国管理区間】」において、川本地区の堤防高不足が示
されており、平成30年７月豪雨では、堤防天端まであとわず
かのところまで水位が上昇しました。
こうした中、町では様々な機会を捉え、完成堤防化に向けて
要望活動を行っています。
今年度は５月に国土交通省の治水課長及び河川計画課長に対
し、町長、議長、副議長の３名で要望活動を実施しました。
今後も県や流域の関係団体の協力を得ながら、完成堤防化へ
向け取り組んでまいります。 要望活動時の様子

川 本 地 区



９ 月 定 例 会
令和５年第３回定例会が９月８日から14日までの７日間開催されました。
諸般の報告・町長行政報告が述べられ、上程された条例案件２件、予算案件５件、決算案件５件、

人事案件１件、その他案件４件について、慎重審議の結果、原案どおり可決・承認・同意しました。
一般質問は、５名から当面する町の諸課題について質問があり、活発な議論が展開されました。

令和５年度 一般会計補正予算（ 第 4 号）補正額 2億499万5千円
（歳入）
●地方交付税（普通交付税）の交付決定に伴う増額　4,880万円

令和５年度交付決定額　20億６万７千円（前年度比 1,193万円、0.6％の減）
●瀬尻・久料谷地区、谷地区治水対策事業の町債借入れ　２億100万円

緊急自然災害防止対策事業債（交付税措置率 70％、償還期間 30年）
（歳出）
●５月～７月の豪雨に伴う事業費の補正　2,324万円

農地災害（畑１か所）、農業用施設災害（水路１か所）の復旧事業費、道路維持管理業務の増額
●治水対策事業（谷地区、瀬尻・久料谷地区）の事業費増額　900万円

谷地区防災無線移設工事に伴う支障木伐採、尾原地区消防車庫解体等
●財政調整基金、公共施設等総合管理基金の積み増し　１億2,660万円

【条例改正】
◆職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正〈国家公務員の特殊勤務手当の制度改正に伴うもの〉
◆川本町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の改正
〈児童の安全の確保に関する計画策定の義務化、送迎バスの安全管理の徹底〉

【その他】
◆辺地に係る総合整備計画の策定〈辺地対策事業債充当予定事業の計画更新〉
◆川本町教育委員会委員の任命〈任期満了により再任：木村洋子氏（日向）〉
◆人権擁護委員候補者の推薦
〈任期満了により推薦：市原和正氏（南佐木：再）、上田香苗氏（矢谷：再）、長田広氏（川下：新）〉

９月定例会の議案
⎛補正後予算額� ⎞
⎝49億9,566万5千円⎠

決 算 特 別 委 員 会 審 査 報 告 書
議案番号 付　託　事　件　名 審査結果

議案第43号 令和４年度川本町一般会計歳入歳出決算認定について 原案認定
議案第44号 令和４年度川本町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定
議案第45号 令和４年度川本町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定
議案第46号 令和４年度川本町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定
議案第47号 令和４年度川本町農業集落排水処理事業特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定
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一
般
質
問

	

（
町
長
）
こ
の
３
年
半
を
振
り

返
る
と
、
ま
ず
、
コ
ロ
ナ
対
策

や
治
水
対
策
、
言
う
な
れ
ば
デ
ィ
フ
ェ

ン
ス
を
し
っ
か
り
固
め
つ
つ
、
後
半
は

徐
々
に
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
し
な
が
ら
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。
し
か

し
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
対

策
に
向
け
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
取
り

組
み
が
不
可
欠
な
段
階
で
あ
り
、
再
び

町
民
の
皆
様
の
ご
支
持
を
い
た
だ
き
、

町
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
目
前
に
控
え
、

ハ
ー
ド
面
を
中
心
と
し
た
、
ま
ち
づ
く

り
全
て
の
課
題
解
決
シ
ナ
リ
オ
を
盛
り

答

	

定
住
促
進
住
宅
整
備
事
業
の
長

期
的
な
展
開
は
。

	

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）
住

生
活
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
個

人
の
住
宅
新
築
、
民
間
賃
貸
住
宅
の
促

問答
	

地
域
の
強
み
を
生
か
し
た
介
護

予
防
・
生
活
支
援
の
推
進
と
は
。

	

（
健
康
福
祉
課
長
）
住
民
主
体

の
サ
ロ
ン
が
５
か
所
、
生
活
支

援
が
４
団
体
立
ち
上
が
っ
た
。
地
域
の

強
み
を
生
か
し
た
介
護
予
防
・
生
活
支

援
の
し
く
み
が
継
続
し
て
い
け
る
よ

う
、
引
き
続
き
支
援
し
て
い
く
。

	

医
療
・
介
護
の
連
携
強
化
と

は
。

	

（
健
康
福
祉
課
長
）
今
年
度
か

ら
、
家
族
や
友
人
等
と
医
療
や

介
護
等
に
つ
い
て
、
日
頃
か
ら
話
し
合

う
「
人
生
会
議
」
の
取
り
組
み
を
医
療

機
関
や
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
実
施

し
て
い
る
。

問答問答

来
期
の
川
本
町
政
の
舵
取

り
を
ど
う
す
る
の
か
問
う
。

答
弁 

町
民
の
皆
様
の
ご
支
持
を

再
び
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
町
政

を
担
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

移
住
・
定
住
に
視
点
を
置

い
た
若
者
世
代
確
保
に
つ

い
て
問
う
。

答
弁 
住
宅
整
備
を
は
じ
め
と
し

た
移
住
・
定
住
施
策
の
充
実
に
よ

り
、
多
様
な
若
者
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
取
り
組
み
を
行
う
。

高
齢
者
を
支
え
る
健
康
寿

命
へ
の
創
造
と
は
。

答
弁 

地
域
で
の
介
護
予
防
、
生

活
支
援
の
推
進
は
大
変
重
要
で
あ

り
、
特
に
注
力
し
て
い
る
。

飯田議員

圓山議員

木村議員

進
と
町
営
住
宅
建
築
を
組
み
合
わ
せ
て

い
く
。

	

か
わ
も
と
暮
ら
し
情
報
セ
ン

タ
ー
の
現
状
・
成
果
・
課
題
は
。

	

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）
移

住
・
定
住
の
総
合
窓
口
と
し
て

平
成
27
年
に
設
置
し
た
が
、
現
在
は
観

光
協
会
と
統
合
し
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
育
成
伴
走
の
業
務
も
含
め
運
営
し

て
い
る
。
県
内
で
は
３
番
目
に
高
い
転

入
増
加
率
を
上
げ
た
実
績
も
あ
る
が
、

直
近
３
年
間
は
社
会
減
と
な
っ
て
お

り
、
新
た
な
取
り
組
み
が
必
要
な
時
期

と
認
識
し
て
い
る
。

	

空
き
家
利
用
促
進
の
取
り
組
み

は
。

	

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）
空

き
家
バ
ン
ク
制
度
や
各
種
助
成

制
度
に
よ
り
利
用
促
進
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

	

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
移
住
・

定
住
施
策
の
関
わ
り
は
。

	

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）
平

成
23
年
度
以
降
、
29
名
の
隊
員

が
任
期
を
終
え
、
う
ち
15
名
が
本
町
に

定
住
し
て
い
る
。
移
住
・
定
住
と
地
域

活
性
化
施
策
の
重
要
な
取
り
組
み
と
し

て
位
置
づ
け
て
お
り
、
川
本
町
独
自
の

方
法
で
積
極
的
に
活
用
し
、
新
た
な
人

の
流
れ
づ
く
り
に
つ
な
げ
た
い
。

問答問答問答

込
も
う
と
す
る
「
立
地
適
正
化
計

画
」、
今
定
例
会
の
全
員
協
議
会
に
お

い
て
ご
提
案
申
し
上
げ
、
人
口
減
少
へ

の
挑
戦
と
も
言
え
る
よ
う
な
取
り
組
み

を
は
じ
め
と
す
る
ソ
フ
ト
面
の
取
り
組

み
を
融
合
さ
せ
、
掲
げ
た
政
治
信
条

「
地
域
と
の
協
奏
」
を
一
層
深
化
さ

せ
、
２
０
２
７
年
に
は
町
制
100
周
年
を

迎
え
る
の
で
、
次
世
代
に
つ
な
ぐ
ま
ち

づ
く
り
に
、
全
力
を
注
い
で
い
く
。
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地
域
全
体
で
支
え
て
き
た
風
景

や
景
観
が
こ
の
先
、
守
っ
て
い

け
る
か
、
突
き
詰
め
れ
ば
こ
こ
で
暮
ら

し
て
い
け
る
か
、
不
安
や
危
機
感
が
あ

る
。
地
域
の
実
情
を
し
っ
か
り
と
認
識

し
、
川
本
町
全
体
で
知
恵
を
出
し
、
取

り
組
み
を
お
願
い
し
た
い
。

	

（
総
務
財
政
課
長
）
ご
指
摘
の

点
は
非
常
に
大
事
で
あ
る
。
先

進
地
の
事
例
な
ど
研
究
し
、
今
後
、
手

遅
れ
に
な
ら
な
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
対
処

す
べ
き
と
認
識
し
た
。

	

草
刈
り
の
よ
う
な
共
同
作
業
が

育
ん
で
き
た
地
域
の
生
活
環
境

の
変
化
に
つ
い
て
感
想
を
問
う
。

問答問

	
結
婚
支
援
に
係
る
施
策
及
び
少

子
化
対
策
に
関
す
る
施
策
に
つ

い
て
、
効
果
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て

問

高
齢
化
や
人
口
減
少
が
与

え
る
、
環
境
へ
の
影
響
を

問
う
。

答
弁 

安
全
だ
け
で
な
く
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
弱
体
化
が
懸
念
さ

れ
、
地
域
の
持
続
性
に
影
響
が
あ

る
と
認
識
す
る
。

少
子
化
対
策
に
つ
い
て
問

う
。

答
弁 

「
若
年
層
の
増
加
策
」「
子

育
て
世
代
へ
の
更
な
る
支
援
」
に

対
す
る
検
討
を
進
め
る
。

本山議員

中平議員

	

次
期
老
人
福
祉
計
画
見
直
し
と

は
。

	
（
健
康
福
祉
課
長
）
社
会
福
祉

協
議
会
や
関
連
す
る
中
間
支
援

組
織
と
連
携
し
な
が
ら
、
健
康
づ
く
り

と
介
護
予
防
事
業
を
一
体
的
に
取
り
組

む
。

	

孤
独
死
・
孤
立
死
の
把
握
と
対

策
と
は
。

	

（
健
康
福
祉
課
長
）
社
会
的
孤

立
の
防
止
に
向
け
て
、
高
齢
者

の
見
守
り
や
居
場
所
づ
く
り
の
推
進
と

高
齢
者
の
社
会
的
活
動
の
促
進
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

	

高
齢
者
に
限
ら
ず
、
地
域
で
常

に
集
う
こ
と
が
で
き
る
居
場
所

づ
く
り
に
つ
い
て
問
う
。

	

（
健
康
福
祉
課
長
） 

各
地
域
に

お
い
て
、
居
場
所
と
な
る
住
民

主
体
の
サ
ロ
ン
が
立
ち
上
が
る
よ
う
、

支
援
を
す
る
。

問答問答問答
	

（
町
長
）
職
員
に
は
か
ね
が
ね

環
境
の
変
化
を
見
届
け
よ
と

言
っ
て
い
る
。
町
民
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
絆
は
、
な
か
な
か
予
算
で
は
計

り
知
れ
な
い
大
切
な
も
の
で
あ
る
。
警

鐘
を
鳴
ら
し
て
い
た
だ
い
た
質
問
で
あ

る
。
町
民
の
皆
様
と
一
緒
に
町
を
つ

く
っ
て
い
く
視
点
か
ら
、
取
り
組
み
を

検
討
し
て
い
く
。

	

新
し
い
こ
と
に
目
が
い
き
が
ち

だ
が
、
地
域
の
実
情
に
照
ら
し

た
細
か
い
施
策
を
お
願
い
す
る
。

答問

い
る
か
。

	

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）
島

根
縁
結
び
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

が
展
開
す
る
事
業
「
は
ぴ
こ
」
や
「
し

ま
コ
」
等
の
普
及
啓
発
と
市
町
村
結
婚

支
援
強
化
交
付
金
を
活
用
し
た
「
出
会

い
の
機
会
の
創
出
」
を
行
う
活
動
に
対

し
、
助
成
を
し
て
い
る
。

　

少
子
化
対
策
に
関
す
る
施
策
は
、

「
出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金
事
業
」

「
保
育
料
無
償
化
事
業
」「
子
ど
も
医
療

費
等
助
成
事
業
」
等
の
経
済
的
支
援
と

保
健
師
や
専
門
機
関
が
身
近
で
相
談
に

応
じ
必
要
な
対
応
を
行
う
等
の
伴
走
型

支
援
が
あ
り
、
出
産
か
ら
高
校
卒
業
ま

で
の
経
済
的
支
援
に
関
し
て
は
、
県
内

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
体
制
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

	

給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て
の

考
え
は
ど
う
か
。

	

（
町
長
）
政
府
の
異
次
元
の
少

子
化
対
策
を
受
け
、
経
済
的
支

援
の
残
る
一
つ
と
し
て
、
学
校
給
食
費

の
来
年
度
か
ら
の
無
償
化
に
つ
い
て
検

討
を
深
め
て
い
く
。

答問答
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全

員

協

議

会

江
の
川
水
防
対
策

調
査
特
別
委
員
会

９
月
定
例
会
の
会
期
中
に
、
次
の
項

目
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

⑴�

令
和
５
年
度
因
原
地
区
定
住
促
進
住

宅
建
設
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

令
和
５
、
６
年
度
に
２
棟
ず
つ
建
設

予
定
で
あ
っ
た
定
住
促
進
住
宅
（
因
原

地
区
）
に
つ
い
て
、
取
得
し
た
土
地
の

地
盤
改
良
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
た
た
め
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
変
更

し
、
令
和
６
年
度
に
４
棟
建
設
す
る
旨

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
入
居
者
募
集

開
始
は
令
和
６
年
６
月
上
旬
、
入
居
開

始
は
令
和
７
年
４
月
上
旬
と
な
る
見
込

み
で
す
。

⑵�

一
般
社
団
法
人
全
日
本
女
子
野
球
連

盟
「
女
子
野
球
タ
ウ
ン
」
認
定
申
請

に
つ
い
て

「
女
子
野
球
タ
ウ
ン
」
認
定
申
請
に

向
け
て
、
女
子
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ
を
創

設
す
る
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
本
件
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
具
体

案
と
は
言
え
ず
、
よ
り
詳
細
な
議
論
を

10
月
に
開
催
さ
れ
る
特
別
委
員
会
で
行

う
予
定
で
す
。

◎
そ
の
他
の
項
目

⑶�
第
６
次
川
本
町
総
合
計
画
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て

⑷�

国
立
大
学
法
人
島
根
大
学
と
の
包
括

的
連
携
協
定
に
つ
い
て

⑸
島
根
県
へ
の
重
点
要
望
に
つ
い
て

８
月
10
日
開
催
の
委
員
会
に
お
い
て

の
協
議
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

⑴�

川
本
堤
防
の
早
期
完
成
堤
防
化
に
向

け
た
検
討
に
つ
い
て

積
年
の
懸
案
地
区
で
あ
る
瀬
尻
・
久

料
谷
地
区
、
谷
地
区
の
治
水
対
策
に
大

き
な
道
筋
が
つ
い
た
段
階
で
あ
り
、
町

中
心
部
を
守
る
川
本
堤
防
の
完
成
堤
防

化
の
早
期
呼
び
込
み
に
必
要
な
事
項
を

検
討
し
な
が
ら
、
今
後
も
要
望
を
継
続

す
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

⑵�

因
原
地
区
内
水
排
除
対
策
の
強
化
に

つ
い
て

６
月
定
例
会
に
引
き
続
き
、
近
年
３

回
の
洪
水
を
対
象
と
し
た
雨
量
デ
ー
タ

と
、
現
行
の
町
の
既
設
ポ
ン
プ
と
国
土

交
通
省
の
排
水
ポ
ン
プ
車
２
台
と
の
対

策
で
不
足
す
る
部
分
の
対
応
に
つ
い
て

協
議
が
あ
り
ま
し
た
。
国
、
県
に
要
望

を
強
化
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
町
独
自

に
常
設
ポ
ン
プ
を
増
設
す
る
こ
と
も
検

討
す
る
こ
と
で
、
執
行
部
・
議
会
と
も

に
意
見
が
一
致
し
ま
し
た
。

陳　　　情
　産建町民常任委員会に付託された陳情について、委員長から審査報告があった後、本会議で 
討論・採決が行われました。

受理番号
年 月 日 陳情の要旨 陳 情 者 審査の

結　果
採決の
結　果

第１号
5. 5. 22

インボイス制度の実施延期を求める意見
書を政府に送付することを求める陳情書

江津民主商工会　
　　　　　　会長　野津　克朗 不採択 不採択

第２号
5. 7. 5

森林環境譲与税の譲与基準見直しについ
て意見書の提出を求める陳情書

邑智郡森林組合
　代表理事組合長　植田　　淳 採　択 採　択

◆
陳
情
第
１
号
に
対
す
る
討
論

賛
成

 

木
村
議
員

わ
が
町
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
・
原
材
料
価
格
の
高
騰
等
に
よ

り
、
町
内
零
細
事
業
者
は
一
層
疲
弊
し
て

い
る
。

実
施
延
期
賛
成
の
理
由
は
3
点
。

〔
理
由
1
〕
新
た
に
税
負
担
が
生
じ
る
。

業
種
や
売
上
高
に
よ
っ
て
は
、
年
数
十
万

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

〔
理
由
2
〕
免
税
事
業
者
（
商
店
等
）
は
、

取
引
か
ら
除
外
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

〔
理
由
3
〕
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
を
契

機
と
し
た
廃
業
の
増
加
が
想
定
さ
れ
る
。

国
に
対
し
、
中
小
零
細
事
業
者
の
事
業

存
続
と
再
生
、
ひ
い
て
は
町
内
経
済
振
興

の
た
め
に
、
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式

（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
の
実
施
を
延
期
す

る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
書
に
賛
成
す
る
。

反
対

 
本
山
議
員

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
、
税
務
行
政
の
効

率
化
と
公
正
性
向
上
に
寄
与
す
る
も
の
で

あ
り
、
そ
の
導
入
は
適
切
で
あ
る
と
考
え

る
。導

入
に
つ
い
て
、
多
く
の
事
業
所
が
研

修
会
や
商
工
会
等
の
指
導
を
受
け
、
手
続

き
を
完
了
し
て
い
る
。
延
期
は
、
事
業
者

に
混
乱
を
与
え
る
と
考
え
る
。

制
度
開
始
後
で
も
、
免
税
事
業
者
は
登

録
申
請
の
場
合
、
登
録
希
望
日
を
記
載
す

る
こ
と
で
、
そ
の
登
録
希
望
日
か
ら
登
録

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
制
度

開
始
後
６
年
間
は
、
一
定
の
仕
入
れ
控
除

を
認
め
る
経
過
措
置
期
間
や
補
助
金
の
拡

充
も
設
け
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
反
対
と
す
る
。
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活
性
化
対
策
特
別
委
員
会

令
和
５
年
度 

市
町
村
議
会 

広
報
研
修
会
に
参
加

広
島
川
本
会
総
会
・
懇
親
会

令
和
５
年
第
２
回
定
例
会
で
示
さ
れ

た
方
向
性
、「
温
水
プ
ー
ル
は
令
和
５

年
度
末
を
も
っ
て
休
止
し
、
そ
の
後
は

宿
泊
部
門
を
主
た
る
事
業
と
す
る
案
」

に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

●
８
月
28
日
開
催
の
特
別
委
員
会

①
受
益
者
負
担
の
見
直
し
、
②
プ
ー

ル
を
活
用
し
た
新
た
な
事
業
の
導
入
、

③
町
単
独
の
既
存
事
業
の
見
直
し
の
３

つ
の
視
点
を
業
務
に
反
映
す
る
と
、

「
当
面
の
間
」
は
運
営
の
継
続
が
可
能

と
の
考
え
方
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
運
営

の
財
源
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
に
あ
わ

せ
、
プ
ー
ル
天
井
の
投
資
的
修
繕
（
見

積
額
２
，１
０
０
万
円
）
が
必
要
で
あ

る
と
の
説
明
に
対
し
、
よ
り
詳
細
な
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
提
示
を
申
し
入
れ

ま
し
た
。

●
９
月
８
日
開
催
の
特
別
委
員
会

プ
ー
ル
、
ホ
テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の

各
部
門
の
運
営
状
況
と
、
受
益
者
負
担

の
見
直
し
に
よ
る
運
営
費
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
利
用
者

へ
の
聞
き
取
り
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、

机
上
の
空
論
に
な
り
か
ね
な
い
こ
と
か

ら
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
そ
の
結

果
を
報
告
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

10
月
に
開
催
さ
れ
る
特
別
委
員
会
で

再
度
説
明
を
受
け
、
方
針
を
決
定
す
る

予
定
で
す
。

令
和
5
年
8
月
25
日
、
松
江
市
の

「
タ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
し
ま
ね
」
に
お
い

て
、
島
根
県
市
町
村
議
会
広
報
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
、
議
会
広
報
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
・
熊
本
大
学
客
員
教
授
の
越
地
真

一
郎
氏
で
、『「
読
む
！
質
す
！
生
か

す
」
～
創
意
、
熱
意
の
取
り
組
み
に
学

ぶ
～
』
を
テ
ー
マ
に
研
修
を
受
講
し
ま

し
た
。
研
修
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

キ
ー
ワ
ー
ド
「
伝
わ
る
」
新
聞
の
ワ
ザ

を
盗
め
、
リ
ー
ド
文
の
工
夫
等
、
読
み

手
は
「
行
き
先
の
分
か
ら
な
い
バ
ス
に

は
誰
も
乗
ら
な
い
」
等
、
結
論
フ
ァ
ー

ス
ト
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
を
通
じ
て
、
ま
だ
ま
だ

改
善
を
要
す
る
点
な
ど
も
見
つ
か
り
、

今
後
も
試
行

錯
誤
を
繰
り

返
し
な
が

ら
、
広
報
紙

「
議
会
か
わ

も
と
」
を
町

民
と
の
距
離

を
近
づ
け
る

こ
と
が
で
き

る
更
な
る
編

集
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

令
和
5
年
9
月
3
日
、
ひ
ろ
し
ま
国

際
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
広
島

川
本
会
総
会
・
懇
親
会
に
、
議
会
か
ら

植
田
議
長
、
中
平
議
員
が
参
加
し
ま
し

た
。コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
で
4
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
が
、
広
島
在
住
の
方

15
名
、
町
長
、
議
会
を
は
じ
め
と
し
た

関
係
者
の
参
加
を
含
め
総
勢
26
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
久
々
の
再
会
で
、

喜
び
あ
う
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

懇
親
会
の
場
で
は
、
ふ
る
さ
と
へ
の

熱
い
思
い
を
た
く
さ
ん
聴
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

広
報
発
行
対
策
調
査
特
別
委
員
会

�

委 

員 

長　
木　
村　
慶　
五

�

副
委
員
長　
中　
平　
茂　
明

�

委　
　
員　
香　
取　
亜　
希

�

委　
　
員　
圓　
山　
智
惠
美

�

委　
　
員　
本　
山　
修　
二

令
和
5
年
9
月
16
日
、
炎
天
下
・
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
楽

し
い
思
い
出
と
な
る
大
切
な
行
事
、
運
動

会
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
困

難
な
状
況
下
で
、
関
係
者
の
皆
様
が
一
丸

と
な
っ
て
運
動
会
を
成
功
さ
せ
た
こ
と
に
、

深
い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
参
加
者
や
関

係
者
の
健
康
と
安
全
を
最
優
先
に
考
え
た

熱
中
症
対
策
に
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

午
前
中
の
み
の
設
定
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

「
助
け
合
い
・
応
援
し
合
お
う
、
全
員
笑
顔

の
運
動
会
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
鼓
笛

演
奏
・
各
ク
ラ
ス
競
技
・
応
援
合
戦
等
す

ば
ら
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
、
暑
さ
に

も
負
け
ず
頑
張
る
子
・
孫
た
ち
に
声
援
す

る
家
族
の
方
に
対
し
て
も
、
感
動
を
覚
え

ま
し
た
。
運
動
会
は
、
川
本
町
の
子
ど
も

た
ち
の
成
長
と
未
来
へ
の
希
望
を
育
む
重

要
な
行
事
と
考
え
ま
す
。
き
び
き
び
と
行

動
す
る
子
ど
も
た
ち
か
ら
、
笑
顔
と
元
気

を
貰
っ
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
子
ど
も
た
ち
が
、
安
心
し
て
学
び
、

成
長
で
き
る
教
育
環
境
づ
く
り
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

�

〈
慶
ち
ゃ
ん
〉

編　
集　
後　
記 　
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川本町LINE 公式アカウント

� 【問】まちづくり推進課　☎ 72-0634

告知放送の確認方法　 夜20時45分にメッセージを配信

登録方法

カメラでQRコードを
読み取ってください！

LINEで「川本町」を
友だち登録してください！

アンケ―トに答えて
知りたい情報を登録！

ステップ
❶

ステップ
❷

ステップ
❸

配信する情報

　10月から、川本町LINE公式アカウントを開設し、暮らしに直結する情報やライフステージに
応じた情報を配信しています。
　公式LINEでは、告知放送で放送する内容やイベント情報、ゴミの日のお知らせ等を配信して
います。是非、友だち登録をお願いします。

・告知放送の内容　
・ゴミの日　　　
・広報かわもと等
・子育て情報　　　
・イベント情報　
・防災情報　　　
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無料相談  相続登記義務化に伴う
司法書士・法務局・市町村職員無料合同相談会

　令和６年４月１日から始まる相続登記義務化を前に、県内13
カ所で「相続相談キャラバン2023inしまね～相続登記義務化目
前！あなたのまちで大相談会！～」と題した相談会が行われます。
　島根県司法書士会の司法書士、法務局職員、市町村職員による
合同相談会ですので、相続登記のことだけでなく、相続全般や遺
言書保管制度、相続土地国庫帰属制度、空き家、固定資産税のこ
となどさまざまな相談に応じます。相談会は、予約優先ですので
事前に予約をお願いします。
　相続に関してお悩みの方はこの機会にぜひご相談ください。

■川本会場　悠邑ふるさと会館
　　　　　　（川本町、邑南町、美郷町合同開催）
　　　　　　11月24日（金）午後１時～午後５時

　そのほかの会場や相談会の詳細については、10
月５日に配布したチラシや、島根県司法書士会の
ホームページをご確認ください。

【予約・問】島根県司法書士会　☎0852-24-1402
受付時間  毎週月曜日から金曜日　午前10時～午後４時　 予約締切  川本会場：11月22日（水）

島根県司法
書士会ＨＰ

９
月
21
日
～
30
日

　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

９
月
21
日
か
ら
30
日
ま
で
取
り
組
ま
れ

た
令
和
５
年
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に

合
わ
せ
、
９
月
21
日
（
木
）
に
道
の
駅
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
か
わ
も
と

で
「
事
故
ゼ
ロ
お
お
ち
出
陣
式
」、「
交
通

安
全
テ
ン
ト
村
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
事
故
ゼ
ロ
お
お
ち
出
陣
式
」
で
は
、

一
日
警
察
署
長
に
任
命
さ
れ
た
フ
リ
ー
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
の
小
笠
原
知
恵
さ
ん
に
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
と
交
通
安
全
母
の
会
が
秋

の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
際
し
、
決
意
表
明
を
行
い
ま
し
た
。

「
交
通
安
全
テ
ン
ト
村
」
で
は
、
道
の
駅
来
場
者
に
向
け
て
交

通
安
全
グ
ッ
ズ
を
手
渡
し
、
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
交
通
事
故
・
違
反
の
な
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
島
根

県
邑
智
郡
ト
ラ
ッ
ク
協
会
よ
り
交
通
安
全
啓
発
用
品
の
寄
贈
を
受

け
ま
し
た
。
交
通
安
全
テ
ン
ト
村
で
の
配
布
等
、
交
通
安
全
意
識

の
向
上
や
安
全
行
動
の
推
進
を
図
る
た
め
の
啓
発
活
動
に
活
用
し

ま
す
。カ

ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
寄
贈

９
月
25
日
（
月
）
に
、
島
根
県
農
業
協

同
組
合
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
か
ら
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
３
基
の
寄
贈
を
受
け
ま
し

た
。
こ
の
事
業
は
、
交
通
事
故
の
な
い
町

づ
く
り
に
寄
与
す
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
の
共
済

事
業
か
ら
の
資
金
を
も
っ
て
寄
贈
さ
れ
る

も
の
で
、
今
後
、
交
通
事
故
防
止
の
た
め

に
町
内
各
所
に
設
置
さ
れ
ま
す
。
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新型コロナウイルスワクチン接種 
（令和５年秋開始接種）について

令和５年９月20日～令和６年３月31日の間で新型コロナウイルス 
ワクチン接種を行います。
▶接 種 対 象 者	 初回接種が完了したすべての方
	 ※�初回接種とは12歳以上の方と５～11歳の方は１・２回目の接種、生後６カ月

～４歳の方は１～３回目の接種のことです。
▶接 種 時 期	 ９月20日～  医療施設・高齢者施設・障害者施設等の従事者、高齢者施設入所者
	 10月27日～  65歳以上の方
	 11月下旬頃～  65歳未満の方
	 ※現時点での予定です。今後変更する可能性があります。

▶接 種 場 所	 12歳以上の方への接種は悠邑ふるさと会館で行います。
	 （11歳以下の方への接種は公立邑智病院で行います。）

▶ワクチンの種類	 オミクロン株（XBB.1.5）に対応した１価ワクチンを使用します。
▶接種のご案内	� 65歳以上の方から順番に接種券（黄色）を送付します。申込方法は、同封のチラ

シをご覧ください。
▶接 種 費 用	 自己負担なしで受けられます。
▶タクシー助成	� 65歳以上の方と65歳未満で障害者手帳をお持ちの方を対象に、自宅から接種会

場までのタクシー費用を助成します。※利用者の方の負担額は、最大でも片道
１千円です。

	 乗車１回につき、
	 ●タクシー料金が２千円まで⇒半額を助成
	 ●タクシー料金が５千円まで⇒利用者負担を１千円とし、残額を助成

▶そ 　 の 　 他	� 接種を受けることは強制ではありません。接種をご希望されない場合は健康福祉
課への連絡は不要です。

� 【問】健康福祉課　☎ 72-0633

「
邑
智
郡
こ
と
ば
を
育
て
る
親
の
会
」

か
ら
陳
情
を
受
け
ま
し
た

「
邑
智
郡
こ
と
ば
を
育
て
る
親
の

会
」
会
長
の
島
田
理
恵
さ
ん
よ
り
、
通

級
指
導
教
室
の
充
実
、
就
学
前
の
幼
児

へ
の
指
導
・
相
談
等
の
充
実
な
ど
に
つ

い
て
陳
情
書
を
川
本
町
教
育
委
員
会
に

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

邑
智
郡
こ
と
ば
を
育
て
る
親
の
会
で

は
、
言
葉
や
聞
こ
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
個
別
の
指
導
や
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
の
保

護
者
が
、
互
い
に
手
を
結
び
、
子
ど
も
た
ち
の
よ
り
よ
い
成
長

を
促
す
と
と
も
に
、
人
々
の
正
し
い
理
解
と
協
力
を
得
る
た
め

に
、
精
力
的
に
活
動
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

第
２
回
「
漢
字
検
定
」「
算
数
・
数
学

検
定
」
を
実
施
し
ま
す

第
１
回
漢
字
検
定
及
び
算
数
・
数
学
検
定
を
、
悠
邑
ふ
る
さ

と
会
館
で
８
月
に
実
施
し
、
漢
字
検
定
14
名
、
算
数
・
数
学
検

定
9
名
が
受
検
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
第
２
回
を
左
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
、
ど
な
た
で
も
受
検
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
申
込
方
法

等
の
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

■
第
２
回
検
定
日　

　
漢
字
検
定　
　
　
　
1
月
20
日
（
土
）

　
算
数
・
数
学
検
定　
３
月
２
日
（
土
）
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母子父子寡婦福祉資金予約貸付受付について
●母子父子寡婦福祉資金とは…？
　母子家庭の母、父子家庭の父及び寡婦の方などを対象とし、経済的自立の助成と生活意欲の助長
を図り、あわせて児童の福祉を増進するために必要な資金を低利子または無利子で貸し付ける制度
です。

対象となる方
令和６年４月の進学等を希望している
❶児童を扶養する母子家庭の母又は父子家庭の父　❷20歳以上の子を扶養する寡婦
❸父母のない児童等

対象となる資金
❶児童の進学等を対象とする資金（※貸付はいずれも無利子です）
　修 学 資 金▶�高等学校、大学、大学院、高等専門学校または専修学校に就学するための授業

料、書籍代、交通費などに必要な資金
　修 業 資 金▶就職するために必要な知識技能を習得するために必要な資金
　就学支度資金▶就学、修業するために必要な入学金や被服などの購入資金
❷�母子家庭の母、父子家庭の父、寡婦の知識技能習得を対象とする資金
　（※連帯保証人を立てる場合は無利子、立てない場合は年１％）
　技能習得資金▶就職するために必要な知識技能を習得するために必要な資金

修学先、自宅、自宅外通学など状況により貸付できる額が異なります。

提出していただく書類等
必要な書類については、事前に相談してください
❶貸付申請書※１

❷戸籍謄本及び世帯全員の住民票※２

❸島根県税の納税証明書
❹前年の収入額が確認できる書類
　（児童扶養手当証書の写しの提出をもってかえることができます）
❺修学修業先（技能習得先）調書※１

❻修学・修業のために必要な金額が分かる資料
❼口座振替申出書または公金受取口座の利用等届出書及び口座振替依頼書※１など

※１　❶、❺、❼の用紙は役場にあります　
※２　�外国籍の方については、在留カード、特別永住者証明書、特別永住者証明書とみなされる外国人登録

証明書

予約貸付申請期間
令和６年２月29日（木）まで※県庁必着

注　意　事　項
⃝島根県育英会等、母子父子寡婦福祉資金との併給ができない奨学金があります。
⃝�高等教育の修学支援新制度による奨学金・授業料減免等については、貸付限度額より給付額・
減免額を控除した範囲で併給が可能です。なお、貸付申請後に新制度の決定を受けた場合は、
当該決定通知書に基づき、下記まで必ず届け出てください。

【問・申込先】�健康福祉課福祉係　☎72-0633 
�島根県青少年家庭課ひとり親支援係　☎0852-22-6688･6689
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① 普 通 会 計 の 決 算

令和４年度一般会計・特別会計の決算が町議会９月定例会で認定されました。
町民のみなさんに納めていただいた大切な税金や国・県からの補助金などのお金が、どのくらい

入ってきたのか、またどのように使われているのかをお知らせするため令和４年度決算を公表します。

決
算
規
模

　
前
年
度
と
比
較
し
て
歳
入
、
歳
出
い
ず
れ
も
４・

９
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
財
政
の
弾
力
性
を
示

す
経
常
収
支
比
率
は
前
年
度
よ
り
０・５
ポ
イ
ン

ト
増
加
し
84・
８
％
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

臨
時
財
政
対
策
債
の
減
額
や
公
債
費
、
電
気
料
金

等
の
高
騰
に
よ
る
物
件
費
の
増
額
が
主
な
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
決
算
の
特
徴

　

歳
入
は
前
年
度
比
４・
９
％
減
で
あ
り
、
主
な

減
額
の
要
因
は
町
債
の
借
入
で
あ
り
前
年
度
比

41・
４
％
減
と
な
り
ま
し
た
。
自
主
財
源
の
根
幹

で
あ
る
町
税
の
収
入
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
比
４・

４
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
庫
支
出

金
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

事
業
補
助
金
の
皆
減
等
に
よ
り
前
年
度
比
０・

５
％
減
、
普
通
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
比

１・
８
％
増
、
特
別
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
ル
ー

ル
分
の
う
ち
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
要
す
る
経
費

の
減
等
に
よ
り
２・３
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
主
財
源
割
合
が
17・
４
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

依
然
と
し
て
国･

県
の
補
助
金
や
地
方
交
付
税
に

依
存
し
た
歳
入
構
造
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

歳
出
決
算
の
特
徴

　

歳
出
は
前
年
度
比
4・
９
％
減
で
あ
り
、
主
な

減
額
の
要
因
は
、
令
和
３
年
度
に
ピ
ー
ク
を
迎
え

た
新
可
燃
ご
み
共
同
処
理
施
設
整
備
に
係
る
邑
智

郡
総
合
事
務
組
合
負
担
金
が
皆
減
と
な
っ
た
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

自
主
財
源　
14.5
％

依
存
財
源　
85.5
％

町税 ３億3,313万円

諸収入 １億768万円

町民税や固定資産税など

介護保険事業委託料、造林事業受託収入など

繰入金 6,119万円
各種基金や他会計からの繰入金

使用料・手数料、財産収入、寄附金、繰越金、
分担金、負担金 ３億2,863万円
町営住宅使用料、ふるさと納税寄附金、
土地売払収入など

地方交付税 24億303万円
どの地域に住む人にも一定の行政サービス
を提供できるように、国が交付する税

国・県支出金 ９億7,207万円
道路整備事業やマイナンバーカード交付事業、
新型コロナウイルス感染症対策事業などに伴う
補助金

町債 ４億3,284万円
道路整備や避難所バリアフリー化改修など
を行うときの借入金

交付金ほか １億4,309万円
消費税や自動車重量税など国・県に納めた
税金の一部が一定の基準で交付されたもの

町税　 7.0％
諸収入 2.3％
繰入金 1.3％
その他 6.8％

その他 2.8％

地方交付税
50.3％

国・県支出金
20.4％

町債
9.1％

総務費 ８億8,458万円
庁舎管理費、悠邑ふるさと会館運営費、定住対
策事業、地域情報通信事業費、生活バス路線確
保事業、学習交流センター管理運営費など

民生費 ９億7,283万円
児童福祉、障害者福祉、高齢者福祉、生活保護
費などの福祉事業費、介護保険事業負担金など

公債費 ５億3,995万円
借入金の返済金（元金・利子）

衛生費 ４億3,652万円
健診などの健康づくりに係る費用やし尿・
ごみ処理費、簡易水道事業特別会計操出金
など

教育費 ４億9,763万円
小中学校、図書館、音戯館、
学校給食センターの管理費など

土木費 ５億2,789万円
町道の整備及び維持管理、
町営住宅の維持管理費など

農林水産業費
6.0％

農林水産業費 ２億7,898万円
農林業の振興、農業集落排水処理事業に係る
経費など

その他 ５億1,540万円
消防や救急の消防費、議員活動に係る経費で
ある議会費、商工会補助金、企業誘致に係る
経費である商工費、災害復旧費など

自主財源

依
存
財
源

17.4％

82.6％

その他
11.1％

土木費
11.3％

教育費
10.7％

衛生費
9.4％

公債費
11.6％

民生費
20.9％

総務費
19.0％

※町の人口：3,018人（令和５年３月31日現在・住民基本台帳人口）

令和４年度  決 算 公 表

歳入　47億8,166万円 歳出　46億5,378万円

町民１人当たりが負担した町税　110,381円 町民１人当たりに使われたお金 1,542,008円
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② 特 別 会 計 の 決 算 ③ 健全化判断比率及び資金不足比率

④ 町の借金と預貯金の残高の推移グラフ
　下のグラフは、町の過去10年間の町債（普通会計の借金）と基金（預貯金）の残高の推移で
す。安定した行政サービスを提供するため町の借金を減らすよう努力していきます。

監査委員意見書（抜粋）
令和４年度の決算額は、対前年度比で歳入歳出
ともに約２億４千万円の減額となっている。大き
な要因は、新可燃ごみ共同処理施設整備事業の完
了によるものである。
地方債現在高は一般会計で97,375千円の減、
基金残高は70,734千円の増となっており、それ
に伴い、実質公債費比率や将来負担比率の改善に
つながっている。実質公債費比率は前年度から
0.5ポイント減少し8.5％となった。警戒ラインの
18％を下回っているが、令和５年度以降、地方
債の償還が増加すること、谷地区の治水事業等で
今後も地方債の借入額が増加することが予想され
ることから、今後も数値を注視していく必要があ
る。
経常収支比率は前年度から0.5ポイント増加の

84.8％となった。電気・物価高騰は当面落ち着
く様子がなく、町有施設を多く抱える本町にとっ
ては、今後も財政構造を硬直化させる大きな要因
となるので注意が必要である。
決算審査受検にあたり、調定減額処理の誤りや
町有財産異動の捕捉誤りによる資料の訂正等が見
受けられた。事務処理の確実性の向上に取り組ん
でいただきたい。
島根県がまとめた2022年のＵＩターン者数
で、川本町は県内で知夫村に次いで２番目に低い
人数となっている。新型コロナウイルス感染症の
５類移行で人の流れが戻る中、第６次総合計画に
ある移住者増に向けた施策が正念場を迎えてい
る。計画達成に庁内全体で危機感をもって取り組
むべきと考える。

会　計　名 歳　　　入 歳　　　出

国 民 健 康 保 険 5億643万円 5億595万円

後期高齢者医療 1億4,976万円 1億4,970万円

簡 易 水 道 事 業 1億7,186万円 1億7,114万円

農 業 集 落 排 水
処 理 事 業 5,358万円 5,358万円

合　　計 8億8,163万円
（前年比2.1％増）

8億8,037万円
（前年比2.1％増）

健全化判断比率 令和４年度 令和３年度 早期健全化
基 準

実 質 赤 字 比 率 － － 15.0％
連結実質赤字比率 － － 20.0％
実質公債費比率 8.5％ 9.0％ 25.0％
将 来 負 担 比 率 0％ 13.3％ 350.0％

※�実質赤字比率、連結実質赤字比率は、赤字が生じていないため「－」で
表示しています。

特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準

簡 易 水 道 事 業 － 20.0％
農 業 集 落 排 水 
処 理 事 業 － 20.0％

※資金不足比率は、資金不足が生じていないため「－」で表示しています。

0

10
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40

50

60

70

80
億円

町債現在高
基金残高

24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

36.9 35.5 32.6

43.0 42.9 44.2

16.1 18.7 18.9 20.817.0 17.4

30年度 元年度 ２年度

44.9 48.8

21.7 22.5

52.2

22.5

54.8 53.9

24.2 25.0

３年度 ４年度

町民１人当たり　町債残高	 1,784,447円（前年比	 4,406円減少）
　　　　　　　　基金残高	 814,119円（前年比	 23,078円増加）
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11月14日は、「世界糖尿病デー」です
毎年11月14日は、世界糖尿病デー（WDD：World Diabetes 

Day）です。
世界糖尿病デーの「ブルーサークル」は、糖尿病に対する意識を
高め、糖尿病対策の必要性を呼びかけるために掲げられるシンボル
です。「ブルー」で、建物をライトアップする「ブルーライトアッ
プ」が全国で行われます。

■川本町の糖尿病の状況について
参考：�令和３年度島根県保険者協議会医療費等分

析事業報告書より
川本町の糖尿病有病率は13.２％と島根県
内で５番目に高い状況です。男女別にみる
と、男性の有病者が女性の２倍多い状況です。

■�糖尿病予防：生活習慣を見直しましょう

・よくかんで、ゆっくり食べる
・朝食、昼食、夕食を規則正しく食べる
・�主食、主菜、副菜をそろえて、栄養バ

ランスのとれた食事をとる
・�食事は腹八分目でストップしておく
・夜遅く、寝る前には食べない
参考：�国立国際医療研究センター糖尿病情報

センターホームページ

アルコール・おやつの過剰摂取に注意し、な
るべく減塩の食事をとるようにしましょう。ま
た、ウォーキングなどの有酸素運動や筋力ト
レーニングを行うことで、肥満を解消しつつ筋
肉増加によってインスリンの働きを高めること
ができます。無理のない範囲で続けるようにし
ましょう。

糖尿病有病者の割合（男女合計）

島根県ＬＰガス価格高騰緊急対策事業
　島根県では、LPガス消費者の経済的負担を軽減するため高騰したLPガス使用料金の一部を支援
します。
Ａ 利用料金の値引き（手続き不要）
ガスメーターで使用量が管理されている全ての消費者（家庭、店舗・企業等）を対象に、LPガ
ス販売店からの請求額が最大4,250円（税別）値引き
※販売店により値引の方法が異なります
※�使用料金が所定の値引き額に達しない場合は、使用料金の範囲内の金額を値引きするため、その全額ま
たは合計4,250円にならないことがあります

Ｂ 令和5年1月～9月に25㎥/月を超える使用量の月がひと月以上ある方（申請が必要）
上記に該当する場合、各月の使用量に応じて給付金を支給します
給付金額＝20円/㎥×（使用量－25㎥）

　申請期限：令和5年12月11日（月）必着
　申請方法：専用申請書を「LPガス価格高騰緊急対策事業 事務センター」に提出
事業に関する詳しい内容はホームページでご確認ください
「LPガス価格高騰緊急対策事業 事務センター」https://www.shimane-lpg-kyufukin.jp

� 【問】ＬＰガス価格高騰緊急対策事業　事務センター　☎ 0852-67-3641
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令
和
５
年
度
邑
智
郡
介
護
の

入
門
的
研
修　
受
講
生
募
集

　

家
庭
介
護
に
関
心
の
あ
る
地
域
住
民

の
方
や
学
生
、
こ
れ
か
ら
介
護
の
職
場

に
就
労
を
希
望
さ
れ
る
方
な
ど
を
対
象

に
、
介
護
や
認
知
症
に
関
す
る
基
礎
知

識
を
学
ぶ
研
修
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】�

11
月
11
日
（
土
）・
18
日
（
土
）・

25
日
（
土
）
９
時
～
17
時

【
場
所
】

矢
上
交
流
セ
ン
タ
ー
研
修
室
１
・
２

（
邑
南
町
矢
上
３
８
３
５‒

４
）

【
内
容
】
講
義
と
演
習
、
事
業
所
見
学

【
定
員
】
15
名
程
度

【
受
講
料
】
無
料

【
受
付
期
間
】
10
月
30
日
（
月
）
ま
で

【
問
】�

公
益
財
団
法
人
介
護
労
働
安
定
セ

ン
タ
ー
島
根
支
部　

☎
０
８
５
２

－

25

－

８
３
０
２

邑智郡防犯連合会からのお知らせ

優良防犯電話の購入費を補助します！
島根県内では、令和４年中、56件、約7,272万円の特殊詐欺被害が発生

し、被害者のうち約63％は高齢者です。特殊詐欺対策として、65歳以上の
高齢者を対象に、

★通話を自動録音する
★自動録音することを相手に警告する

等の機能がついた【優良防犯電話の購入費を補助】します！
●対象の電話機

優良防犯電話（固定電話機及びファックス）
※公益財団法人全国防犯協会連合会が推奨するものに限る
●補助の対象者
※下記の①、②のいずれにも該当する方
①満65歳以上の方（令和５年度中に到達する方を含む）又はこの方と同居している方
　※他市町村に居住する別居の家族等による代理申請も可
②原則、邑智郡内の店舗で対象の電話機を購入された方

※大事！令和５年10月１日以降の購入に限ります！
●補助金額

購入金額（消費税含む）の２分の１（上限5,000円）
※ポイントなどの支払い分を除く
●申請受付期間

令和５年10月１日～令和６年２月29日
※予算が上限に達した場合、申込受付期間中であっても事業を終了する場合があります。
●受付窓口

川本警察署生活安全係
●申請に必要なもの

①申請書（窓口で配布、作成）
②購入した電話機の領収書やレシート
③購入した電話機の取扱説明書
④満65歳以上の方の身分証（免許証や健康保険証を呈示）

お申し込み方法の詳細は、下記にお問い合わせください
� 【問】邑智郡防犯連合会（川本警察署内生活安全係）☎ 72-0110
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運　
動　
会

演
劇
鑑
賞

体　
育　
祭

９
月
16
日
（
土
）、
運
動
会
を
行
い
ま

し
た
。
た
い
へ
ん
暑
い
中
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
競
技
や
応
援
合
戦

等
、
が
ん
ば
り
ま
し
た
。（
以
降
、
ひ
ま

わ
り
学
級
・
た
ん
ぽ
ぽ
学
級
の
学
級
通
信

よ
り
抜
粋
）

先
週
土
曜
日
は
、
み
ん
な
の
願
い
が
届

き
、
暑
い
中
で
の
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
み
ん
な
、
一
生
懸
命
い
ろ
い
ろ
な

競
技
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
鼓
笛
の
ポ
ン

ポ
ン
、
応
援
合
戦
、
…
と
、
練
習
を
生
か

し
て
が
ん
ば
る
姿
は
と
て
も
か
っ
こ
よ

か
っ
た
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
一
生
懸
命
取
り
組
む

姿
が
輝
い
て
い

て
、
と
て
も
か
っ

こ
よ
か
っ
た
で

す
。
応
援
合
戦
で

力
い
っ
ぱ
い
踊
る

姿
に
も
感
動
し
ま

し
た
。
大
き
く
成

長
が
見
ら
れ
た
運

動
会
と
な
り
ま
し

た
。

９
月
25
日
（
月
）、
劇
団
風
の
子
九
州

さ
ん
に
よ
る
「
や
だ
、
や
だ　
あ
っ
か
ん

べ
ー
！
」
を
悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館
大
ホ
ー

ル
で
鑑
賞
し
ま
し
た
。（
以
降
、
３
年
生

学
級
通
信
よ
り
）

タ
イ
ト
ル
は
「
や
だ
、
や
だ　
あ
っ
か

ん
べ
ー
！
」
で
し
た
。
主
人
公
「
と
も
」

が
妖
怪
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
の
か
か
わ
り

を
通
し
、
強
く
成
長
し
て
い
く
お
話
で

す
。
表
現
ダ
ン
ス
や
歌
な
ど
も
取
り
入
れ

ら
れ
た
、
笑
い
あ
り
、
感
動
場
面
あ
り
の

素
晴
ら
し
い
劇

で
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
大
笑

い
し
た
り
、
見

入
っ
た
り
し
な

が
ら
劇
を
見
ま

し
た
。
劇
団
の

方
へ
の
お
手
紙

も
書
き
ま
し

た
。
鑑
賞
会
が

と
て
も
心
に

残
っ
た
よ
う
で

す
。

９
月
18
日
（
月
）、
本
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
て
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
雨

に
よ
り
、
全
校
リ
レ
ー
、
閉
会
式
、
解
散

式
は
20
日
（
水
）
に
延
期
し
ま
し
た
）
実

行
委
員
や
３
年
生
を
中
心
に
、
こ
れ
ま
で

練
習
し
て
き
た
こ
と
が
十
分
に
発
揮
さ
れ

た
体
育
祭
と
な
り
ま
し
た
。
あ
た
た
か
い

ご
声
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

３
年
生 

職
場
体
験

１
年
生 

職
場
訪
問

10
月
３
日
（
火
）、
４
日
（
水
）
の
２

日
間
、
３
年
生
が
町
内
23
か
所
の
事
業
所

で
職
場
体
験
を
行
い
ま
し
た
。「
自
分
」、

「
社
会
」、「
ふ
る
さ
と
」
を
よ
り
深
く
知

る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
実
施
し
ま
し

た
。
事
業
所
の
皆
さ
ん
、
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

10
月
３
日
（
火
）、
５
日
（
木
）
に
１

年
生
が
職
場
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。
お
世

話
に
な
っ
た
事
業
所
は
、
農
と
里
山

S-oil

（
え
ご
ま
畑
）、
江
川
荘
、
や
す
ら

ぎ
荘
、
み
ど
り
の
里
で
す
。
こ
の
訪
問
を 応援合戦の様子

職場体験の様子 職場訪問の様子

と
お
し
て
生
徒
は
、
職
場
で
働
く
人
の
思

い
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
等

多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
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【
兒
島
生
知
さ
ん
】

初
め
て
の
海
外
は
食
事
・
言
葉
・
社
会
情
勢
な
ど

不
安
が
多
か
っ
た
で
す
が
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ

い
た
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
の
お
か
げ
で
安
心
し
て
レ
ー

ス
に
挑
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
大
会
で
は
日
本
チ
ー
ム
の
な
か
に
自
分
よ
り
良

い
成
績
の
選
手
が
お
り
、
実
力
不
足
を
痛
感
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
ど
ん
な
状
況
や
環
境
で
も
自
分
の

全
力
を
発
揮
で
き
る
選
手
に
な
れ
る
よ
う
今
ま
で
以

上
に
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
来
年
は

本
大
会
に
加
え
て
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
に
も
出
場

し
、
入
賞
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
。
ま
た
、

島
根
中
央
高
校
か
ら
も
っ
と
多
く
の
選
手
が
日
本
代

表
に
選
出
さ
れ
る
よ
う
全
員
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

今
大
会
は
出
場
に
あ
た
り
地
域
の
皆
様
を
は
じ

め
、
多
く
の
方
に
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

～
島
根
か
ら
世
界
へ
～

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ホ
ー
プ
ス
出
場
！

部
活
動
結
果
報
告

９
月
７
日
（
木
）
～
９
月
10
日
（
日
）
に
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
ポ
ズ
ナ
ン
に
て
行
わ
れ
た
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ホ
ー
プ
ス
レ
ガ
ッ
タ
大
会
に
日
本
代
表
と
し
て
兒

島
生
知
さ
ん
（
邑
智
中
出
身
）
が
Ｕ
16
日
本
代
表
と
し
て

出
場
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
で
世
界
の
強
豪
た
ち
と
競
り
合
う
こ
と
で
世

界
の
壁
の
高
さ
を
痛
感
し
た
よ
う
で
し
た
。
こ
の
大
会
で

の
貴
重
な
経
験
を
糧
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
結
果
と
出
場
者
の
感
想
は
次
の

通
り
で
す
。

■
男
子
野
球
部
【
県
高
等
学
校
秋
季
野
球
大
会
】

☆
１
回
戦　
島
根
中
央 

７

－

０ 

松
江
農
林

☆
２
回
戦　
島
根
中
央 

14

－

０ 

出
雲
工
業

☆
３
回
戦　
島
根
中
央 

１

－

３ 

大　
　
社

■
陸
上
競
技
部
【
県
高
等
学
校
新
人
大
会
】

☆
男
子
４
０
０
ｍ�

５
位　
甚
田
和
也
（
川
本
中
）

☆
男
子
４
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル

�

４
位　
南
木　
漣
（
平
田
中
）

☆
女
子
三
段
跳�

８
位　
太
田
佳
那
（
三
重
県
）

■
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
【
県
高
等
学
校
選
手
権
大
会
】

☆
女
子
個
人
戦

○
福
田
杏
莉
（
大
田
一
中
）・
遠
藤
い
ち
か
（
川
本
中
）

　
　
１
回
戦 

１

－

４ 

松
江
西

○
大
畑
真
菜
（
川
本
中
）・
西
谷
優
月
（
川
本
中
）

　
　
１
回
戦 

２

－

４ 

出
雲
北
陵

○
桑
野
優
芽
（
瑞
穂
中
）・
渡
津
夢
姫
（
川
本
中
）

　
　
１
回
戦 

４

－

３ 

松
江
商
業

　
　
２
回
戦 

１

－

４ 

益
田
翔
陽

☆
男
子
個
人
戦

○
小
谷
啓
仁
（
大
田
二
中
）・

　
渡
邊
陽
斗
（
川
本
中
）

　
　
１
回
戦 

不
戦
勝

　
　
２
回
戦 

１

－

４ 

出
雲
工
業

○
反
田
結
太
郎
（
川
本
中
）・
日
野
山
蒔
音
（
川
本
中
）

　
　
１
回
戦 

０

－

４ 

松
江
商
業

�

※
（　
）
内
は
出
身
校

【種目】U16 【順　位】
カヤックシングル1000ｍ 予選６位
カヤックシングル500ｍ 予選７位
カヤックシングル200ｍ Ｃ決勝４位／全体22位



	

新着図書

 その他多数あります。
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電話 0855-72-0025  Fax 0855-72-1061電話 0855-72-0025  Fax 0855-72-1061
開館時間：9時～18時　土日9時～17時開館時間：9時～18時　土日9時～17時
休 館 日：休 館 日：火曜日・祝日・月末整理日・年末年始火曜日・祝日・月末整理日・年末年始

かわもと図書館かわもと図書館
2023年
10月号

11月の展示テーマ

掲
示
板

あそびのひろば＆えほんのじかん
11月10日（金）10：00～11：30
　読み語り　移動図書館

場　所  悠邑ふるさと会館 和室

《一 般 書》
▶秋を楽しむ本

読書の秋、スポーツの秋、食欲の秋、行楽の秋…
いろんな秋を楽しむ本を展示します。

▶ワークライフバランス
生活や仕事のバランスを見直し、自分の時間を
充実させ日々の生活を楽しみましょう。

《児 童 書》
▶秋を楽しむ本

どんぐりや紅葉、落ち葉な
どさまざまな秋を満喫でき
る絵本を展示します。

▶大きくなったら何になる？
お仕事の本を集めて展示します。

一 　 　 般 　 　 書

存在のすべてを 塩田武士著　朝日新聞出版
シェニール織とか黄肉のメロンとか�
� 江國香織著　角川春樹事務所
いまこそガーシュウィン 中山七里著　宝島社
間の悪いスフレ 近藤史恵著　東京創元社
金春屋ゴメス 因果の刀 西條奈加著　新潮文庫刊
伝言 中脇初枝著　講談社
いもくりなんきん、ときどきあんこ�
� 中川たま著　文化学園文化出版局

No.317

児 　 　 童 　 　 書

まじょのすいぞくかん 佐々木マキ作　福音館書店
赤いめんどり アリソン・アトリー作 
� 山内ふじ江絵　青木由紀子訳　福音館書店
博物館の少女 騒がしい幽霊 富安陽子著　偕成社
きょうりゅううんどうかい たしろちさと作　小学館
あーっとかたづけ 田中達也作　福音館書店
どすこいみいちゃんパンやさん�
� 町田尚子作　ほるぷ出版
どんぐり たてのひろし作　小峰書店

読書週間 10月27日～11月９日です。
2023年標語

～私のペースでしおりは進む～
　川本町では秋の読書週間を「川本町読書週間」
としています。

わたしの１冊� 利用者さんのおすすめ
今年最も面白かった本ベスト３

１ かたばみ� 木内昇 著（KADOKAWA）
２ 水車小屋のネネ
� 津村記久子 著（毎日新聞出版）
３ 霜月記� 砂原浩太朗 著（講談社）

あおぞら図書館まつり
日　時 	 １１月５日（日）10時から15時
場　所 	 川本町産業祭会場
内　容 	 おはなし会、リサイクル市

出店：�静子さんのパウンドケーキ、かなちゃん
のレシピ帖、ハンドメイド＆多肉植物

ワークショップ：ビーズブレスレット作り

※�詳しくは、チラシや図書館ホームページをご
覧ください。みなさんのお越しをお待ちして
います。
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悠邑ふるさと会館催し物案内
音楽座ミュージカル 

「シャボン玉とんだ宇宙（ソラ）までとんだ」
　昨年度に引き続き、今年度も音楽座ミュージカルが悠邑ふるさと会館へやってきます！

公　演　名 　音楽座ミュージカル「シャボン玉とんだ宇宙（ソラ）までとんだ」川本公演
公　演　日 　12月３日（日）開場12：30　開演13：00
会　　　場 　悠邑ふるさと会館大ホール
チケット発売日 　10月28日（土）９時30分から
料　　　金 　全席指定　Ｓ席5,000円　Ａ席3,000円

　　　　　　　　　※�５歳未満のお子様の入場はご遠慮ください。無料託児サービス
有り（先着10名）、11月24日（金）までに悠邑ふるさと会館ま
たは右記のQRからお申込みください。

▶川本町民特別割引実施について　一律1,000円引き
　悠邑ふるさと会館窓口にてお買い求めいただく場合に限り、一律1,000円引きの特別割引を実施
します。
※�電話でのチケット購入は割引できません。１名につき本人様分を含む３枚までの購入が可能です。
免許証、保険証など住所を確認できる物が必要です。他の窓口で購入されたチケットは割引でき
ません。

▶障がい者割引について　一律1,000円引き（手帳の提示が必要）
　障がい者手帳をお持ちの方と、介添えの方お一人まで割引。悠邑ふるさと会館の窓口、もしくは
当館へのお電話に限り割引が可能です。

▶バックステージツアー開催
　当日出演する俳優が舞台裏をご案内します。公演当日11時までに大ホール入口
へご集合ください。　※チケット購入者のみ参加可能

　音楽座ミュージカル「シャボン玉とんだ宇宙（ソラ）までとんだ」のYouTube動
画は右記のQRからご覧になれます。

� 【問】悠邑ふるさと会館　☎72-0001

▶川本少年剣友会
９月３日に松江市で開催され

た島根県武道振興大会において
川本少年剣友会の今岡秀哉君が

「男子小学校４年生以下の部」
に出場しました。残念ながら１
回戦敗退となりましたが、本人
にとって良い経験となりまし
た。今後の活躍を期待します。

かわもとスポーツクラブ活動報告
▶川本ミニバスケットボールクラブ

9月30日と10月１日
の二日間、川本町内で、
川 本 ミ ニ バ ス ケ ッ ト
ボールクラブ主催の「第
５回えごまカップミニ
バスケットボール大会」
を開催しました。県内から男子７チーム、女子４
チームが参加し連日白熱した試合が行われました。

託児サービス
申込

【音楽座】
YouTube

動画
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お
知
ら
せ

10
月
は
里
親
月
間
で
す 

知
っ
て
く
だ
さ
い
里
親
養
育
の
こ
と

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
家
族
と
一
緒
に
生
活

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
を
、
家

庭
に
迎
え
入
れ
て
公
的
な
責
任
の
も
と
で
養

育
を
さ
れ
て
い
る
の
が
「
里
親
」
の
方
た
ち

で
す
。

　
島
根
県
で
は
、
里
親
に
な
っ
て
い
た
だ
く

方
を
募
集
す
る
と
と
も
に
、
里
親
制
度
に
つ

い
て
広
く
地
域
の
方
た
ち
に
ご
理
解
い
た
だ

く
た
め
の
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

◆
里
親
制
度
に
つ
い
て
知
り
た
い

◆
自
分
で
も
里
親
に
な
れ
る
の
か
知
り
た
い

◆�

興
味
は
あ
る
け
ど
あ
と
一
歩
踏
み
出
せ
な

い　
な
ど

　
里
親
制
度
に
関
心
の
あ
る
方
、
ま
ず
は
児

童
相
談
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
浜
田
児
童
相
談
所

�

☎
０
８
５
５

－

28

－

３
５
６
０

「
税
を
考
え
る
週
間
」
に
つ
い
て

【
テ
ー
マ
】「
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
向
か
っ
て
」

【
期　
間
】
11
月
11
日
～
17
日

　
「
税
を
考
え
る
週
間
」
期
間
中
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
「
各
種
オ
ン
ラ
イ
ン
手

続
の
取
組
（
ス
マ
ホ
申
告
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
納
付
）」、「
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」

等
、
さ
ま
ざ
ま
な
税
情
報
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
期
間
中
の
取
組
と
し
て
、
浜
田
税

務
署
で
は
「
租
税
作
品
展
示
会
」、「
租
税
作

品
合
同
表
彰
式
」
を
開
催
予
定
で
す
。

【
Ｈ
Ｐ
】
国
税
庁
で
検
索

�
https://w

w
w
.nta.go.jp

問
浜
田
税
務
署
総
務
課

�

☎
０
８
５
５

－

22

－

０
３
６
０

し
ま
ね
移
住
フ
ェ
ア
２
０
２
３
in
東
京

【
日　
時
】
11
月
19
日
（
日
）

�

11
：
00
〜
16
：
00

【
会　
場
】�

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム 

ホ
ー
ル

Ｅ
２
（
東
京
都
千
代
田
区
丸
の

内
３
―
５
―
１
）

【
内　
容
】�

各
種
相
談
ブ
ー
ス（
全
市
町
村
、

支
援
機
関
、
総
合
相
談
、
移
住

の
先
輩
）、
セ
ミ
ナ
ー
、
情
報
収

集
エ
リ
ア

わ
く
わ
く
島
根
生
活
実
現
支
援
事
業

　
東
京
23
区
（
５
年
以
上
在
住
者
又
は
５
年

以
上
通
勤
者
）
か
ら
島
根
県
に
移
住
し
、
一

定
の
要
件
を
満
た
し
た
方
に
移
住
支
援
金
を

支
給
す
る
事
業
で
す
。
支
給
額
は
世
帯
１
０

０
万
円
（
18
歳
未
満
の
者
一
人
に
つ
き
１
０

０
万
円
加
算
）、
単
身
60
万
円
で
す
。

【
移
住
支
援
金
の
詳
細
は
こ
ち
ら
】

　

https://w
w
w
.kurashim

anet.jp/

　

w
akuw

aku/index2.htm
l

　
「
し
ま
ね
移
住
フ
ェ
ア
２
０
２

３
in
東
京
」
で
は
、
担
当
職
員
が
移
住
支
援

金
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
す
る
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
ま
す
。
東
京
圏
に
お
住
ま
い
で
、
県
内

へ
の
移
住
を
お
考
え
の
ご
家
族
や
ご
友
人
が

お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
声
が
け
く
だ
さ

い
。

問
島
根
地
域
振
興
部

　
し
ま
ね
暮
ら
し
推
進
課　
福
島

�

☎
０
８
５
２

－

22

－

６
１
５
７

�

℻
０
８
５
２

－

22

－

５
７
６
１

E-m
ail: �fukushim

a-yoshiaki@
pref.

shim
ane.lg.jp

令
和
５
年
度 

島
根
県 

が
ん
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
市
民
公
開
講
座

「
が
ん
に
な
っ
て
も
一
人
じ
ゃ
な
い
、

�

共
に
支
え
る
が
ん
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
」

　
が
ん
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
が
ん
治
療

体
験
者
が
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、
自
分

の
体
験
を
活
か
し
、〝
同
じ
立
場
〟
で
患
者
・

家
族
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
人
の
こ
と
で
す
。

　

が
ん
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
に
興
味
の
あ
る

方
、
医
療
従
事
者
、
一
般
市
民
の
方
ど
な
た

で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

【
日　
時
】
12
月
３
日
（
日
）

�

13
：
30
～
16
：
00

【
場　
所
】
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
利
用
に
よ
る
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ト
開
催

▼
メ
イ
ン
会
場

　
島
根
大
学
医
学
部
附
属
病
院

▼
サ
ブ
会
場

　

松
江
赤
十
字
病
院
・
浜
田
医
療
セ
ン

タ
ー
・
益
田
赤
十
字
病
院
・
隠
岐
保
健
所
・

雲
南
保
健
所
・
県
央
保
健
所

【
申
込
方
法
】

▼�

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（M

ail: gansapo@
m
ed.shim

ane-u.ac.jp

）
に
よ
る
申
込

　
お
名
前
・
ご
住
所
・
電
話
番
号
・
視
聴
方

法
を
ご
記
入
の
上
、
電
子
メ
ー
ル
に
て
お
送

り
く
だ
さ
い
。

※�

来
場
の
申
し
込
み
に
関
し
て
は
、
問
合
せ

先
へ
の
電
話
で
の
受
付
も
可
能
で
す
。

※�

参
加
方
法
を
、
申
込
時
に
ご
選
択
く
だ
さ

い
。

※�

来
場
は
当
日
参
加
可
能
で
す
が
、
事
前
の

人
数
把
握
の
た
め
、
な
る
べ
く
申
込
し
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
申
込
締
切
】
11
月
30
日
（
木
）

問
島
根
大
学
医
学
部
附
属
病
院

　
が
ん
患
者
・
家
族
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

�

☎・℻
０
８
５
３

－

20

－

２
５
４
５

石
見
も
り
も
り
祭
の
お
知
ら
せ 

（
石
見
養
護
学
校
文
化
祭
）

　
作
品
展
示
お
よ
び
作
業
学
習
等
の
製
品
販
売
。

【
日　
時
】
11
月
23
日
（
木
）

�

10
：
25
～
11
：
30

【
会　
場
】
石
見
養
護
学
校

�

（
邑
南
町
中
野
２
３
８
４
―
18
）

【
駐
車
場
】
石
見
養
護
学
校 

校
庭

　
な
お
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
は
、
ご
家
族
の
み

参
観
可
能
で
す
。
児
童
生
徒
た
ち
の
心
の
こ

も
っ
た
作
品
、
作
業
学
習
等
の
製
品
を
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。
多
く
の
皆
様
の
ご
来
校
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
石
見
養
護
学
校
子
ど
も
支
援
部

�

担
当　
大
塚
・
松
崎

�

☎
０
８
５
５

－

95

－

２
１
４
１



日 月 火 水 木 金 土

くらしの情報カレンダー 11 月

 休館日
 休館日

 休館日
 休館日 休館日

 休館日

 休館日
 休館日  休館日

 休館日 休館日
 休館日

 休館日
 休館日 休館日

《10月の納税》
◆ 町県民税
◆ 国民健康保険税
◆ 後期高齢者医療保険料
《11月の納税》
◆ 国民健康保険税
◆ 後期高齢者医療保険料
※必ず納期限までに納めましょう。

：健康相談・検診　　　 ：�公民館
：悠邑ふるさと会館　　 ：図書館
：三原まちづくりセンター
す：�すこやかセンター（社会福祉協議会）
：�子育てサポートセンター
：学校　　 ：保育所

教：教育委員会　　 ：観光協会
：ドクターカー巡回

マ：マイナンバーカード窓口
：休日診療情報 10：00～16：00
　　（変更となる場合があります）

：�ゴミ収集
Ａ地域（�木路原・日の出・上新町・中新町・下新町・元町・本町・

天神町・谷・市井原・長原・矢谷・芋畑・双葉・中倉・日向）
Ｂ地域（�因原・三大字・多田・久座仁・谷戸・三島・笹畑）
Ｃ地域（�西・八幡・三原・田窪・南佐木・親和・湯谷・三俣）

〔燃えるごみの収集日〕毎週火曜日・金曜日（町内全域）
〔容器包装 プラスチックの収集日〕毎週木曜日（町内全域）
〔ペットボトルの収集日〕毎月第１・３水曜日（町内全域）
〔容器包装 紙の収集日〕毎月第２・４水曜日（町内全域）

2929 30 31 1 2 33 4
カン・ビン・新聞・
雑誌・段ボール・
不燃ごみ（Ａ地域）

カン・ビン・新聞・
雑誌・段ボール・
不燃ごみ（Ｂ地域）

文化の日

 �前眼科医院 
波多野診療所

 邑智病院 
河野医院

55 6 7 8 9 10 11
産業祭
あおぞら図書館
まつり
　（ももの木公園）

あいさつの日
カン・ビン・新聞・
雑誌・段ボール・
不燃ごみ（Ｃ地域）

健康相談・乳幼
児相談
　13：30～14：00
　（川本西公民館）

ニュースポーツ
体験
　（午前：三原まち
づくりセンター、
　午後：川本西公
民館）

ママイナンバーカード
時間外受取窓口
（要予約）
　17：15～19：00
　【最終受付18：50】

川本町一周駅伝
競走大会

 �上田医院 
加藤病院

1212 13 14 15 16 17 18
三原まちセンマ
ルシェ（三原まち
づくりセンター）

健康相談・乳幼
児相談
　10：30～11：00
　（三原まちづくり
センター）

しまね映画祭
K-POP事業
　（笹遊里）

 �三上医院 
加藤病院

1919 20 21 22 2323 24 25
食育の日
邑智クリーンセ
ンター直接搬入
　（一般家庭ごみ）
　9：00～16：00

芋畑集会所
　9：00～10：00
　田窪自治会館
　11：00～12：00

/ あそびのひろ
ば&乳幼児相談
　10：00～11：30
　（悠邑ふるさと会館）
健康相談
　11：00～11：30
　（悠邑ふるさと会館）

勤労感謝の日 ママイナンバーカード
時間外受取窓口
（要予約）
　17：15～19：00
　【最終受付18：50】

優秀映画祭
歴史講演会、
　探検（悠邑ふる
さと会館）

 �前眼科医院 
加藤病院

 �星ヶ丘クリニック 
加藤病院

2626 27 28 29 30
優秀映画祭
邑智郡あったか
グルメフェア
　（道の駅）

 �邑智病院 
大隈医院

10日、24日のマイナンバーカード時間外・休日受取
窓口のご利用には、前日までに予約が必要です。�
� 【予約・問】町民生活課　☎72-0632

※�新型コロナウイルス感染症の状況により予定が変更となる場合が
あります。
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川本町の人口 令和５年９月30日現在
※（　）は前月との増減

※ 住民基本台帳を基にした、令和５年９月中の異動状況

3,048人
（前月比 ＋5人）

（前年同期：3,093人）

合 　　計 男 1,441人（＋6人）
女 1,607人（－1人）

転　入 9人 出　生 2人 その他 0人
転　出 1人 死　亡 5人 その他 ０人

増
減

うち65歳以上 1,358人
うち15歳未満 312人
世帯数 1,617戸

　　　　令和６年度　保育所入所受付
　令和６年４月以降の保育所入所受付を行います。

■受付日時・場所　令和５年11月８日（水）
　川本保育所（50人）� 9：00～11：00　　　　　
　因原保育所（20人）�13：30～14：30　　　　　
　川本北保育所（20人）�15：30～16：00　　　　　
� （　）は定員
　入所希望のお子さんと一緒にお越し下さい。当日
都合のつかない方は11月９日以降も役場健康福祉
課で受け付けます。年度途中に入所を希望される方
も受け付けますので、できるだけ申込みをお願いし

ます。必要書類（認定申請書・利用申込書、就労証
明書等）は当日お渡しします。
■申請時にご持参いただくもの
　個人番号カード
　（または個人番号通知カードと本人確認書類）
※�申請にあたっては、入所を希望する児童及びその
保護者の個人番号の記載が必要となります。
■入所要件　�保護者の就労や疾病等により家庭で子

どもを保育することが難しい場合

【問】健康福祉課　☎ 72-0633

広げよう 事故ゼロかわもとの 思いやり
飲　酒 物　損 死傷者 人　身

0 8 0 0 川本町（0） （6） （0） （0）

0 72 1 1 川本町
累計（0） （68） （0） （0）

0 34 0 0 郡内
月計（0） （28） （2） （2）

※（　）内は前年同月数
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　朝と夜は肌寒く、昼は暖かく過ごしやすい季節となりました。最近は長袖を着たり、毛布を出したりと衣替えの時期
となり、秋の訪れを感じています。季節の変わり目ですので体調管理には気を付けていきたいです。

今年度中に百歳に到達し、「老人の日」（９月15日）にご存命の方で、100歳を迎えられた
皆さんを対象に、100歳を迎える長寿の祝いと、多年にわたり社会の発展に寄与されたこと
に感謝を込め、内閣総理大臣からお祝い状と記念品が贈られました。
本町では、２人の方が対象となりました。おめでとうございます。

室　トキヱ 様 谷　ハヨシ 様
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